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た。不適応的な自己愛傾向の表れ方は、大きく分けて「誇大型」と「過敏型J の 2 つがあることが示唆されている。








まず NPI の構造を検討するため因子分析したところ、 「注目・賞賛願望J r統率・指導性J r 自立・主張性J r優
越・有能感」の 4 つの因子から構成されることが確認され、それぞれ因子負荷量の高い項目を合計して下位尺度化し
た(研究 1 )。このうち、下位尺度の内容、顕示的自己を測定する rpAJ と理想化を測定する rpGDJ との関連(研




次に、 NPI と自己概念との関連を検討した。 NPI の各下位尺度と自尊感情との関連を検討したところ(研究 4) 、
「注目・賞賛願望」と自尊感情は負の相関が見られたが、それ以外の 3 つの下位尺度とは正の相関が見られたことか
ら、 「注自・賞賛願望J は不適応性と関連し、それ以外の 3 つの下位尺度は適応性と関連することが示唆された。ま
た、自尊感情と自尊感情の安定性、および自己愛との関連を検討すると、 NPI の下位尺度聞のバランスを考える必要
性が示唆されたため、 「注目・賞賛願望」得点と、その他の 3 つの下位尺度を足した「肯定的自己愛」の得点のバラ
ンスから、 3 つの群に分類して検討した。その結果、①の注目賞賛願望優位群では、 PGD が高く自尊感情が低いこ
とから、 「過敏型」に近い可能性が示唆された。②は中間群であり、③の肯定的自己愛優位群では、 PGD が低く自
尊感情が高いことから、最も健康的で適応性が高いことが示唆された。
NPI と性役割、理想自己と現実自己の差についての検討したところ(研究 5) 、 「注目・賞賛願望J が高いと、理
想、自己として男性性を重視するが、現実自己では男性性が低い傾向が示された。また、 「注目・賞賛願望J が高いと、
男性性と人間性の「社会的望ましさと現実自己の差異J および「理想自己と現実自己の差異」のいずれも大きいが、
他の 3 つの下位尺度が高いとどちらの差異も小さいことから、 「注目・賞賛願望J は不適応性と関連し、それ以外の





検討した。 NPI と社会的スキル、孤独感との関連を検討したところ(研究 6) 、 「注目・賞賛願望J が高いと、社会
的スキノレが低く、孤独感が高いが、他の 3 つの下位尺度では、社会的スキルと負の相闘が見られたことから、対人関
係において、 「注目・賞賛願望」は不適応性と関連し、それ以外の 3 つの下位尺度は適応性と関連することが示唆さ
れた。 NPI と共感性、依存性、感謝傾向との関連を検討したところ(研究 7) 、 「感情的被影響性」に関しては、 「注
目・賞賛願望」とは正の相関を示すが、他の 3 つの下位尺度では、負の相関が見られたため、 「注目・賞賛願望」が
高いと他者からの影響で動揺しやすい傾向が示唆された。また、道具的依存性および情動的依存性も、 「注目・賞賛
願望」とはどちらも正の相関だが、他の 3 つの下位尺度では負の相闘が見られたが、一方感謝傾向に関しては、 「注
目・賞賛願望」では相関が見られないが、他の 3 つの下位尺度で、は、正の相関が見られたため、 「注目・賞賛願望J
が高いと、他者に依存するにもかかわらず、それが感謝に結びつかない傾向が示された。 NPI と対人恐怖心性の関係

















以上の結果から、以下のような結論が導き出された。 1. r他者が持つ自分に関する評価への関心の集中、こだわり J
が NPI の「注目・賞賛願望」で捉えることができた、 2. r注目・賞賛願望J の高さは自己概念や、対人関係に関す
る不適応性につながる、 3. r注目・賞賛願望j が他の NPI 下位尺度に比較して高いと、 「過敏型J に相当する(タ
イプ①) 4. r誇大型」の自己愛傾向にも、 「注目・賞賛願望」が関連する、 5. r誇大型」と「過敏型」に共通して






9 つに及ぶ関連研究を行った結果から提起したものである。 NPI は、従来、誇大型の自己愛のみを測定していると考
えられてきたので、この知見にはオリジナリティが認められる。また、一連の研究結果から臨床的な示唆も得られた。
以上のことから、本論文は博士(人間科学)の学位にふさわしいものと判定した。
